
 

                                            

                                            

              

パ
ネ
リ
ス
ト
の
ご
発
言 

(

抜
粋
・
要
約) 

 

碓
井
代
表 

今
日
は
熱
の
こ
も

っ
た
話
を
す
る
た
め
、
真
っ
赤
な

ネ
ク
タ
イ
を
し
た
。「
広
島
が
こ
の

ま
ま
で
は
い
け
な
い
」
と
い
う
思

い
が
今
回
の
動
機
。
自
民
党
の
道

州
制
案
に
は
「
州
都
は
交
通
の
便

利
の
良
い
所
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

交
通
の
便
は
岡
山
の
方
が
い
い
。

広
島
は
今
の
ま
ま
で
い
い
の
か
。

い
ま
広
島
の
陸
の
玄
関
「
新
幹
線

駅
」
と
空
の
玄
関
「
空
港
」
を
結

ぶ
高
速
５
号
線
を
中
止
せ
よ
と
い

う
意
見
が
出
て
い
る
。
こ
れ
が
出

来
な
か
っ
た
ら
州
都
は
あ
り
え
な

い
。
今
日
は
遠
慮
の
な
い
意
見
を

お
願
い
し

た
い
。 

 

櫟
本 

広
島
県
は
、

道
州
制
の

最
先
端
を

走
っ
て
お

り
、
広
島
で
議
論
し
た
も
の
が
、

国
の
道
州
制
の
導
入
へ
の
形
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
先
見
の
明
が
あ
っ

た
。 

第
２
回 

市
民
発
！ 

道
州
制
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
州
都
広
島
を
実
現
す
る
会
」
は
、
去
る
６
月
３
０
日
に
「
市
民
発
！
道
州
制
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
、
「
広
島
の
明
日
を
面
白
く
！
」 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
と

題
し
て
、
広
島
国
際
会
議
場
に
て
、
満
席
の
１
８
５
名
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
登

壇
頂
い
た
パ
ネ
リ
ス
ト
と
参
加
下
さ
っ
た
市
民
に
は
、
中
身
の
充
実
し
た
ご
議
論
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

パ
ネ
リ
ス
ト
の
ご
紹
介
（
敬
称
を
省
略
） 

櫟
本 

功
／
中
国
地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
・
広
島
大
学
名
誉
教
授 

大
田
哲
哉
／
広
島
電
鉄
株
式
会
社
社
長 

山
本
一
隆
／
中
国
新
聞
社
副
社
長
・経
済
同
友
会
筆
頭
代
表
幹
事 

宇
津
徹
男
／
浜
田
市
長
・
浜
田
港
振
興
会
会
長 

伊
東
由
美
子
／
株
式
会
社
文
華
堂
社
長 



 
山
本 

 
 

道
州
制
は
、

我
国
全
体
で

は
ま
だ
ま
だ

理
解
さ
れ
て

な
い
。
し
か
し
国
の
財
政
赤
字
や

東
京
へ
の
一
極
集
中
は
改
善
す
べ

き
。
経
済
同
友
会
で
は
、
四
国
は

四
国
州
だ
け
で
集
ま
り
た
い
と
し

て
お
り
、
我
々
は
中
国
州
で
ま
と

ま
る
し
か
な
い
。
州
都
論
の
前
に

ど
う
い
う
道
州
に
す
べ
き
か
を
考

え
、
中
国
州
の
楽
し
い
ま
ち
づ
く

り
や
新
し
い
交
通
体
系
な
ど
夢
の

プ
ラ
ン
を
つ
く
り
た
い
。 

 

大
田 

 
 

先
般
、
広
島

商
工
会
議
所

か
ら
州
都
を

担
う
に
た
め

に
は
、
中
枢

機
能
と
そ
の
支
援
機
能
で
あ
る
交

通
体
系
を
両
輪
と
し
て
高
め
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
総
合
交
通
体
系

の
提
案
が
あ
っ
た
。
交
通
体
系
の

課
題
解
決
に
は 

①
西
飛
行
場
か

ら
公
営
州
都
便
就
航 

②
広
島
駅

北
口
の
広
島
第
二
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
設
置 

③
広
島
空
港
ア
ク
セ
ス

の
改
善
。
④
州
都
内
交
通
の
円
滑

化
。
⑤
航
空
路
線
の
展
開
が
示
さ

れ
た
。
高
速
道
路
網
の
早
期
整
備

に
よ
り
、
第
二
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
広
島
空
港
間
を
３
０
分
台
で
結

ば
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。 

 

宇
津 

 
 

島
根
で
も
石

見
の
人
は
広

島
へ
顔
が
向

い
て
い
る
。

中
山
間
地
で

は
人
口
が
激
減
し
て
お
り
、
市
町

村
合
併
に
は
苦
労
し
た
。
合
併
し

て
も
、
国
が
権
限
を
抱
い
て
財
源

が
つ
い
て
こ
な
い
。
国
は
外
交
・

防
衛
以
外
は
地
方
に
委
ね
る
べ
き

だ
。
広
島
を
州
都
と
し
た
合
併
に

期
待
し
て
い
る
。 

 

伊
東 

 
 

い
ま
広
島
は

本
当
に
元
気

な
の
か
不
安
。

取
引
先
が
広
島
を
閉
鎖
し
、
大
手

企
業
も
規
模
を
縮
小
し
て
い
る
。

世
の
中
は
景
気
が
い
い
と
言
う
が
、

そ
の
実
感
が
な
い
。
先
般
の
人
口

統
計
で
も
広
島
は
人
口
減
少
の
上

位
に
ラ
ン
ク
。
私
達
が
主
体
的
に

何
か
を
起
こ
し
て
ゆ
か
な
い
限
り
、

広
島
は
元
気
に
は
な
れ
な
い
。
州

都
は
、
周
り
か
ら
尊
敬
さ
れ
認
め

ら
れ
て
は
じ
め
て
役
割
が
果
た
せ

る
。
こ
の
機
会
に
大
学
生
や
若
者
、

主
婦
、
女
性
の
経
営
者
な
ど
各
分

野
か
ら
何
ら
か
の
形
で
市
民
を
巻

き
込
み
、
参
加
型
で
私
た
ち
の
地

域
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
創
り
は
出
来

な
い
か
。 

 

櫟
本 

 
 

自
民
党
案
に
は
州
都
は
中
都
市
で

も
い
い
と
書
か
れ
て
い
る
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
州
都
サ
ク
ラ
メ

ン
ト
は
、
１
９
世
紀
に
金
塊
の
発

見
で
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
な
り
、

人
が
集
ま
り
経
済
の
中
心
地
に
な

り
、
当
時
は
人
、
も
の
、
情
報
が

集
ま
っ
た
。
州
都
は
情
報
の
中
心

で
な
け
れ
ば
仕
事
が
で
き
な
い
か

ら
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
置
い
た
。
や

が
て
金
塊
が
枯
渇
し
、
一
時
期
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
州
都
を
変
え

た
が
、
州
庁
舎
や
議
事
堂
が
あ
る

の
で
復
帰
し
た
経
緯
が
あ
る
。
州

都
は
中
都
市
と
か
「
何
で
も
な
い

所
が
い
い
」
と
い
っ
た
無
責
任
な

こ
と
を
言
っ
て
も
ら
っ
て
は
困
る
。

「
お
金
が
無
い
か
ら
道
州
制
に
す

る
」
の
だ
か
ら
、
今
あ
る
国
の
施

設
や
県
庁
を
有
効
利
用
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。 

  

会
場
と
の
意
見
交
換 

(

抜
粋･

要
約) 

Ａ
氏 
 

学
力
低
下
の
問
題
解
決

に
は
体
験
、
実
験
を
必
修
に
す
る
。

膨
大
な
設
備
や
実
験
教
材
は
道
州

の
単
位
で
考
え
、
工
場
は
島
根
や

鳥
取
で
つ
く
れ
ば
、
地
域
が
大
き

く
発
展
す
る
。 

Ｂ
氏 

 

国
際
性
と
い
う
観
点
で
、

広
島
は
学
術
交
流
・
経
済
交
流
と

い
う
こ
と
で
は
、
は
る
か
に
岡
山

を
し
の
ぎ
、
観
光
者
・
学
生
数
・

進
出
企
業
な
ど
数
倍
以
上
の
優
位

性
が
あ
る
。
「
ア
ジ
ア
大
学
構
想
」

を
復
活
す
る
よ
う
提
案
し
た
い
。 

Ｃ
氏 

 

道
州
制
の
良
さ
、
悪
さ

が
分
か
れ
ば
皆
さ
ん
の
関
心
が
深

ま
る
の
で
教
え
て
欲
し
い
。 

櫟
本 

 

市
町
村
合
併
や
道
州

制
で
、
特
に
良
く
な
る
こ
と
は
無

い
が
、
悪
く
な
り
方
が
少
な
く
て

す
む
。 

大
田 

 

道
州
制
で
経
済
活
動

が
、
県
を
越
え
た
広
い
範
囲
と
な

り
、
競
争
が
激
化
す
る
場
合
が
あ

る
。
業
種
ご
と
に
メ
リ
ッ
ト
も
あ

れ
ば
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。 

Ｄ
氏 

 

州
都
が
岡
山
に
行
っ
た

場
合
は
各
企
業
の
支
店
や
営
業
所

が
岡
山
へ
移
動
す
る
。
対
抗
策
は

あ
る
の
か
。 

山
本 

 

広
島
県
は
分
権
改
革

が
先
行
し
、
道
州
制
に
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
体
勢
。
問
題
は
、
岡
山

の
声
が
大
き
く
、
広
島
は
声
を
あ

げ
る
機
会
が
少
な
い
た
め
に
、
広

島
は
元
気
が
無
い
と
い
う
印
象
に

な
っ
て
い
る
。
県
民
は
も
っ
と
自

信
を
持
つ
べ
き
。 

宇
津 

 

道
州
制
は
民
間
が
こ

れ
だ
け
頑
張
っ
て
い
る
の
で
行
政

も
頑
張
る
べ
き
。
例
え
ば
以
前
開

催
さ
れ
て
い
た
広
島
と
浜
田
両
市

議
会
の
交
流
を
復
活
さ
せ
る
な
ど
。 

Ｅ
氏 

 

広
島
県
の
経
済
が
活
発

で
明
る
い
県
に
な
れ
ば
、
お
の
ず

と
州
都
が
く
る
の
で
頑
張
り
た
い
。 

Ｆ
氏 
 

郷
土
史
家
の
村
上
正
名

さ
ん
の
一
節
に
「
広
島
人
は
気
が

狭
く
、
人
の
善
を
見
て
も
あ
ま
り

褒
め
も
せ
ず
、
悪
を
見
て
誹
る
こ

と
も
な
く
、
己
が
一
分
を
守
る
風

あ
り
、
抜
群
な
る
人
少
な
し
」
と

あ
る
。
い
ま
、
広
島
の
元
気
回
復

に
向
け
て
、
県
民
・
市
民
が
立
ち

上
が
る
時
で
あ
る
。 

Ｇ
氏 

 

西
飛
行
場
の
滑
走
路
の

延
長
は
県
も
市
も
や
る
気
が
無
い
。

広
島
駅
裏
の
国
有
地
も
ど
う
使
う

の
か
計
画
書
す
ら
出
せ
な
い
で
い

る
。
残
さ
れ
た
最
後
の
砦
の
有
効

活
用
を
お
願
い
し
た
い
。 

Ｈ
氏 

 

住
民
に
と
っ
て
住
み
や

す
い
も
の
で
な
け
れ
ば
、
州
都
広

島
を
誰
も
理
解
し
な
い
。
少
し
は

良
く
な
る
と
い
う
発
想
が
い
る
。 

住
民
に
と
っ
て
幸
せ
度
も
考
え
て

ほ
し
い
。 

Ｉ
氏 

 

連
邦
制
に
は
憲
法
改
正

が
い
る
。
現
行
制
度
で
島
根
県
と

広
島
県
の
合
併
と
か
、
広
島
県
と

浜
田
市
の
合
併
を
、
突
破
口
を
開

く
と
い
う
意
味
で
提
案
し
た
い
。 

櫟
本 

 

県
の
合
併
は
現
行
で

で
き
る
の
で
、
今
後
の
議
論
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。 

た
だ
、
道

草
を
食
わ
な
い
で
一
気
呵
成
に
実

現
す
る
の
が
筋
で
あ
ろ
う
。(

以
上) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

  



 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

      

先
般
の
７
月
末
の
参
院
選
以

来
、
福
田
政
権
の
発
足
ま
で
、

「
道
州
制
」
へ
の
流
れ
が
三
ヶ

月
間
、
機
能
停
止
状
態
に
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
後
戻
り

は
有
り
ま
せ
ん
。
本
会
が
目

指
す｢

州
都
広
島
の
実
現
」
が

ぶ
れ
る
事
は
一
切
な
く
、
前

進
あ
る
の
み
で
す
。 

 

前
政
権
の
舵
と
り 

安
倍
政
権
は
、「
道
州
制
の
導

入
」
を
掲
げ
登
場
し
た
。
地
方

分
権
改
革
推
進
委
員
会
や
道
州

制
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
を
設
け
、

自
民
党
の
道
州
制
調
査
会
は
参

院
選
の
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
に

も
盛
り
込
ん
だ
。
第
２
９
次
地

制
調
も
発
足
し
た
。
前
政
権
は

道
州
制
推
進
に
多
数
の
委
員
会

等
を
発
足
さ
せ
た
。 

 

参
院
選
で
地
方
の
反
乱 

７
月
末
の
参
院
選
で
、
総
理

は
当
初
「
改
憲
」
と
併
せ
て｢

道

州
制
の
導
入
」
を
訴
え
る
も
の

と
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ

の
度
の
参
院
選
で
は
、
年
金
問

題
、
政
治
と
金
、
閣
僚
不
祥
事

の
修
復
に
終
始
し
、
改
憲
や
道

州
制
は
全
く
争
点
に
至
ら
な
か

っ
た
。
党
は
「
改
革
の
成
果
＝

戦
後
最
長
の
景
気
回
復
」
を
訴

え
た
が
全
く
得
票
に
結
び
つ
か

ず
、
地
方
で
大
敗
し
た
。
つ
ま

り
地
方
は
景
気
回
復
ど
こ
ろ
か
、

格
差
・
衰
退
が
加
速
す
る
現
状

に
、
遂
に
「
地
方
の
反
乱
」
を

起
し
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
国

民
の
声
を
察
知
し
な
い
自
民
党

政
権
に
「
灸
（
や
い
と
）
を
す

え
る
」
と
言
っ
た
人
が
い
た
が
、

結
果
的
に
大
火
傷
に
な
っ
た
。 

 

新
政
権
は
地
方
重
視
へ 

参
院
選
の
反
省
を
受
け
、
地

方
政
策
で
知
ら
れ
る
元
岩
手
県

知
事
の
増
田
氏
を
総
務
大
臣
に

起
用
し
た
が
、
直
前
に
総
理
の

辞
任
表
明
、
福
田
総
理
の
誕
生
、

組
閣
の
再
開
と
、
こ
の
間
道
州

制
の
動
き
は
三
ヶ
月
間
停
止
し

た
。
福
田
総
裁
に
は
、
小
泉･

安
倍
政
権
で
生
じ
た
陰
の
修
復
、

つ
ま
り
「
東
京
中
心
政
策
」
か

ら
、「
地
方
重
視
」
へ
の
政
策
転

換
を
強
く
期
待
し
た
い
。 

 

衰
退
す
る
中
四
国
地
域 

今
年
、
広
島
市
は
２
０
２
０

年
を
目
標
と
す
る
総
合
計
画
の

改
訂
に
着
手
す
る
。
厚
労
省
に

よ
れ
ば
、
そ
の
頃
中
四
国
地
方

の
人
口
は
今
よ
り
９
７
万
人
減

り
、
減
少
率
△
８
．
２
％
は
全

国
平
均
△
３
．
９
％
の
倍
以
上

と
の
予
測
。
広
島
市
も
既
に
社

会
減
に
突
入
。
つ
ま
り
、
こ
の

地
方
か
ら
急
激
に
人
が
消
え
、

街
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
な
り
、

山
林
田
畑
が
荒
廃
す
る
一
方
で
、

東
京
が
益
々
栄
え
る
ら
し
い
。

問
題
は
、
広
島
市
民
の
多
く
が
、

周
辺
地
域
の
崩
壊
・
衰
退
を
他

人
事
と
考
え
、「
何
れ
共
倒
れ
と

な
る
危
機
感
」
を
共
有
で
き
て

な
い
事
で
あ
る
。 

 

本
会
は
挑
戦
し
続
け
ま
す 

広
島
市
が
単
独
で
州
都
に
な

れ
る
訳
で
は
な
く
、
周
辺
か
ら

の
支
持
が
不
可
欠
で
あ
る
。 

本
会
は
、
今
後
の
「
あ
る
べ

き
地
方
政
策
」
の
文
脈
で
「
道

州
制
」
を
考
え
、
こ
の
地
方
を

牽
引
す
る
「
州
都
広
島
の
役
割｣

を
し
っ
か
り
議
論
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

福
田
政
権
へ
と
舵
取
り
が
変
わ
る
中
・
・ 

州
都
広
島
へ
の
挑
戦
は
不
変
で
す 

 

州
都
広
島
の
大
型
看
板
を
設
置 

東
区
の
饒
津
神
社
交
差
点
か
ど
地
に
大
型
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。 

動
き
始
め
た
広
島
の 

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 
 

 

広大跡地の知の拠点整備 工事が始まった新球場 

期待される現球場跡地の活用 
広
島
駅
周
辺
で
は
、
新
球
場

が
工
事
中
、
若
草
地
区
に
外
資

系
ホ
テ
ル
、
駅
前
再
開
発
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク
に
超
高
層
５
４
Ｆ
、
Ｃ

ブ
ロ
ッ
ク
に
超
高
層
４
５
Ｆ
を

計
画
。
都
心
地
区
で
は
、
本
通

ヒ
ル
ズ
の
オ
ー
プ
ン
、
広
電
ビ

ル
の
立
替
、
デ
オ
デ
オ
の
増
築
、

広
大
跡
地
の
知
の
拠
点
整
備
と

目
白
押
し
。 

問
題
の
現
球
場
跡
地
利
用
は

拙
速
に
走
ら
ず
、
州
都
広
島
の

要
と
し
て
、
中
四
国
地
域
の

人
々
が
結
集
す
る
拠
点
施
設
を

望
み
ま
す
。 



             
   

            
 

                    

                                                 

                                     

                                               
 

州
都
広
島
の
声 

 

東
京
集
中
が
国
を
滅
ぼ
す 

 

明
治
以
来
増
え
続
け
た
我
国

の
人
口
が
Ｈ
１
７
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
局
面
に
転
じ
た
。
一
方

で
、
東
京
へ
の
集
中
は
更
に
進

み
、
地
方
か
ら
若
い
連
中
が

続
々
と
東
京
に
行
く
。
広
島
大

学
を
出
て
も
東
京
に
行
く
。
若

者
を
待
ち
受
け
る
東
京
の
罠
は

出
生
率
１
．
０
を
割
る
全
国
最

低
値
。
つ
ま
り
、
東
京
は
子
ど

も
を
産
め
な
い
都
市
。
東
京
は

若
者
を
貪
欲
に
飲
み
込
み
消
耗

す
る
。
ま
さ
に
最
悪
の
「
亡
国

シ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。

こ
の
流
れ
を
止
め
、
国
を
滅
亡

か
ら
救
う
必
要
が
あ
る
。 

世
界
一
の
裏
で
地
方
が
悲
鳴 

東
京
圏
の
人
口
３
５
０
０
万

人
は
世
界
一
。
二
位
の
メ
キ
シ

コ
シ
テ
ィ
ー
や
三
位
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
倍
以
上
の
異
常
な
集

中
。
こ
の
異
常
の
裏
側
に
地
方

の
衰
退
・
悲
鳴
の
実
態
が
あ
る
。

経
済
競
争
か
ら
脱
落 

 
 

経
済
面
で
は
ど
う
か
。
我
国

の
時
価
総
額
ト
ッ
プ
５
０
社
の

う
ち
３
８
社
（
７
６
％
）
が
東

京
に
本
社
。
米
国
は
ダ
ウ
平
均

ト
ッ
プ
銘
柄
３
０
社
の
う
ち
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
８
社
の
み
。
名

だ
た
る
新
興
企
業
は
全
て
地
方

発
。
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
日

本
を
抜
い
た
英
国
や
、
欧
州
の

各
都
市
が
元
気
回
復
、
ユ
ー
ロ

マ
ネ
ー
が
最
強
を
更
新
。
こ
の

勢
い
は
、
い
ま
東
欧
諸
国
に
も

及
ぶ
。
そ
の
秘
密
は
、
盟
主
ド

イ
ツ
の
連
邦
制
度
モ
デ
ル
に
あ

る
。
Ｅ
Ｕ
へ
の
加
盟
条
件
に
、

地
域
の
自
立(

＝
地
方
分
権
改

革)

を
要
求
。
分
権
の
成
果
が
欧

州
全
土
を
強
く
し
た
。 

道
州
制
こ
そ
が
国
を
救
う 

 

国
を
越
え
地
方
と
地
方
が
直

に
交
流
す
る
現
在
、
中
央
集
権

制
度
で
は
、
世
界
の
グ
ロ
ー
バ

ル
競
争
か
ら
脱
落
。
つ
ま
り
何

が
言
い
た
い
の
か
・
・
道
州
制

は
「
我
国
を
救
う
究
極
の
切
札
」

な
の
で
あ
る
。 

連
載
コ
ラ
ム 

州
都
広
島
の
７
つ
の
夢 

(

中) 

今
回
は
地
域
の
個
性
が
輝
き
元

気
に
な
る
話
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

地
域
の
個
性
が
輝
く 

今
は
全
国
の
何
処
の
地
域
も

金
太
郎
飴
で
つ
ま
ら
な
い
。
何

で
も
国
が
介
入
し
、
均
し
く
地

域
の
面
倒
を
み
る
援
助
・
規
制

が
な
く
な
れ
ば
、
州
や
地
域
に

競
争
が
生
ま
れ
、
お
の
ず
と
優

劣
が
付
く
。
各
地
域
は
「
他
所

と
同
じ
物
づ
く
り
や
サ
ー
ビ
ス

で
は
ダ
メ
だ
」
と
分
か
る
。
地

域
は
生
き
残
り
を
か
け
て
個
性

を
磨
き
、
全
国
に
「
魅
力
輝
く

地
域
」
が
誕
生
す
る
。
従
来
の

単
一
的
な
国
土
か
ら
、「
重
層
で

多
様
性
の
あ
る
国
土
」
へ
と
成

熟
す
る
。
も
ち
ろ
ん
皆
で
支
え

あ
う
最
低
限
の
保
障
や
ハ
ン
デ

の
仕
組
み
を
前
提
に
。 

地
域
が
元
気
に
な
る 

こ
れ
ま
で
の
地
方
が
中
央
に
お

土
産
を
持
っ
て
拝
金
を
乞
う
手
法

が
消
え
、
自
分
の
財
布
で
行
う
こ

と
に
な
る
。
問
題
は
カ
ネ
だ
。
州

間
の
競
合
を
勝
ち
抜
く
に
は
、
優

れ
た
生
活
・
産
業
・
経
済
基
盤
が

あ
っ
て
こ
そ
だ
。
つ
ま
り
州
単
位

で
人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
流
出
を
押

さ
え
、
他
の
州
や
海
外
か
ら
外
貨

を
稼
ぎ
、
カ
ネ
を
州
内
に
投
資
す

る
。
地
域
が
明
確
な
目
標
を
持
ち
、

内
部
経
済
の
豊
か
な
循
環
を
通
じ

て
、「
私
達
の
地
域
は
私
達
の
力
で

豊
か
さ
を
勝
ち
取
る
の
だ
！
」
と

い
う
真
っ
当
な
思
想
が
根
付
く
。

国
へ
の
依
存
か
ら
、
「
地
域
の
自

主･

自
立
の
精
神
」
に
よ
っ
て
、
我

国
は
底
力
の
あ
る
国
家
に
変
化
す

る
。
次
回
に
つ
づ
く
。 

(

事
務
局
長 

野
村
吉
春)

本
会
会
員
を

引
き
続
き
募
集
中
！ 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

州
都
広
島
を
実
現
す

る
会
」
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

通
じ
て
、
地
域
に
熱
気
の
渦
を
起
す
も
の

で
す
。
本
会
に
は
個
人
会
員
と
法
人
会
員

と
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
「
１
口
５
千

円
の
個
人
会
員
」
に
ご
加
入
下
さ
る
よ
う

ご
案
内
し
ま
す
。 

詳
細
は
入
会
申
込
書
の
請
求
、
ま
た
は

Ｈ
Ｐ
（http://shuto-h.com

/

）
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
下
さ
い
。 

州
都
を
目
指
す 

元
気
な
都
市
の
紹
介 

州
都
を
目
指
す
複
数
の
都
市
が
立
ち
上
が
る
の
は
、
大
変
良
い
こ
と
だ
。
「
我

が
ま
ち
を
牽
引
力
の
あ
る
元
気
な
都
市
に
し
よ
う
」
と
す
る
努
力
が
素
晴

ら
し
い
。
そ
ん
な
中
四
国
の
州
都
・
候
補
地
を
一
覧
し
た
。 

都市／人口 誘致運動などの概要 

広島市 
 115.9 万人 

・現在、中四国で唯一の政令市 
・県下の市町村合併が先行、州都誘致はこれから 
・NPO 法人州都広島を実現する会などが支援 

岡山市 
 69.6 万人 

・H19/10/9 高谷市長は政令市移行後に 
中四国州の「州都岡山を目指す」との発言 

・道州制推進や州都誘致への官民盛上りは広島を凌ぐ 
・県シンポは H19/10/11 に岡山開催(本年度 2 回目) 
・H19/11/8 津山、11/19 倉敷、H20/１/29 岡山で予定 

福山市 
 46.0 万人 

・福山市議の一部に州都論 
・広島･岡山の中間に位置するメリット、中都市の条件も 
・福山都市圏は岡山県の笠岡市･井原市に及ぶ 

尾道市 
 14.9 万人 

・H18/12 尾道大学の洲浜学部長らが州都を表明 
・中四国の中央に位置し「瀬戸内の十字路」の拠点性 

三原市 
 10.4 万人 

・H18/4 青年会議所などが州都の可能性を表明 
・広島空港を有する臨空都市にメリット 

三次市 
 5.9 万人 

・H16/4 州都表明は吉岡市長の公約 
・中国地方の中心に位置するメリット 
・｢州都」を叫ぶ会 in 三次らが支援 

東広島市 
 18.6 万人 

・H19/7 蔵田市長は「州都になれる都市建設」を表明 
・交通の利便性･中都市といった条件が後押し 
・大学、空港に近く、近年の成長･発展が著しい 

高松市 
 41.8 万人 

・四国の玄関に位置し、既に国の機関が集中 
・H17～地元経済界が、四国の独立と州都を表明 
・優先順位は,①四国州＞②中四国州＞③岡山+香川 

この順位に地域の特質が現れている 
・岡山市と松山市への対抗意識（警戒感）が伺われる 

松山市 
 51.5 万人 

・四国最大の都市なのに盛上りが低い 
・H18/3 アンケートで①将来中四国州＞②四国州の支持 
・対岸の広島へのエールが読み取れる 

四国中央市
 9.6 万人 

・H16/4 川之江市など 4 つの市町村が合併し誕生 
・四国 4 県に接し、四国第５の拠点都市を目指す 
・H18/9 井原市長は「四国の州都」を表明 
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